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線と色彩が乱舞する混沌とした画面。一見抽象画のよう
なこの絵を目の前にして戸惑いを覚える人も少なくありま
せん。題名が新潟の港町の名であることを知って、ようやく
これが風景画であることに気づきます。そうしてじっと眺
めていると、美しい絵肌や情念的な筆遣いから目が離せな
くなってしまうのです。

かつて『芸術新潮』で連載されていた「気まぐれ美術館」の
エッセイで知られる美術評論家の洲之内徹もその魅力の虜
となったひとり。自らが経営する現代画廊でこの画家を取
り上げ、10回もの個展を開催しました。

作者の喜多村知（きたむらさとる、1907−1997）は、津和野
を郷里とする本県ゆかりの洋画家です。幼い頃に小児麻痺

で左足が不自由となり、美術学校の受験は体格検査で失敗。
しかしその悔しさをバネに制作し続け、1941年には新文展
や国画会展で賞を得ました。戦時中は郷里に疎開。津和野高
等女学校で美術教師を務め、戦後すぐに結成された島根洋
画会や緑人社（のちに石見洋画会に発展）の結成に参加する
など、本県にも重要な足跡を残しています。

この度、洲之内に高く評価された1970年代以降の風景画
を中心とする展覧会『没後20年　喜多村知の風景』を開催
します。県立美術館（松江市、10/26−1/8）と県立石見美術
館（益田市、1/12−3/12）の東西二館を巡回しますので、こ
の機会にぜひその魅力に触れていただければと思います。
� （島根県立美術館　専門学芸員　柳原一徳）
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表紙掲載作品解説

6 月から 7 月にかけて、島根県教職員退職互助各地区会の総会が開かれました。

今年度の地区会総会で伺った加入者の皆様から寄せられたご質問、ご意見、ご要望のうち主なものをお伝えします。

支局名 地区会名 開催日 開催場所 参加者数 実施内容

松江

松　江 29.  6.  2（金）ホテル一畑 140人
総会行事･講演「世界を駆ける80歳現役テノール歌手、
その道のり」･クラブ発表･全員合唱・懇親会

安　来 29.  6.29（木）夢ランドしらさぎ 61人 総会行事・懇親会

八　束 29.  5.30（火）愛媛県島後温泉 18人 総会行事・研修旅行（松山・道後温泉方面）

出雲

出　雲 29.  6.28（水）ラピタウェディングパレス 180人
総会行事･会員の集い、講演「日本の建築物と日本の文
化〜文化伝承館の建築から」、懇親会

平　田 29.  6.11(日） ホテルほり江 53人 総会行事・懇親会

仁　多 29.  7.13（木）玉峰山荘 41人 総会行事、研修、会員の集い、講演会「奥出雲自慢」、昼食会

大　原 29.  6.29（木）大東地域交流センター 52人 総会行事・説明会（互助会−事務局・支局）昼食・懇親会

飯　石 29.  7.  7（金）三刀屋交流センター 19人 総会・説明会（互助会･教弘会外）・昼食懇談会

簸　川 29.  6.22（木）ラピタウェディングパレス 64人 会員の集い･総会行事･講演「松江城国宝の決め手」･懇親会

浜田

浜　田 29.  6.23（金）浜田ワシントンホテル 96人 総会行事・会員の集い・昼食会

大　田 29.  6.17（土）大田パストラル 61人 総会行事・懇親会

江　津 29.  7.  3（日） パレス和光 70人 総会行事・落語会・昼食会

邑　智 29.  7.  6（木）悠邑ふるさと会館 33人
総会行事・講演「出逢いに感謝〜わくわく  どきどき  
心地よく」・会食

益田 益田・鹿足 29.  7.  7（金）サンパレス益田 96人 総会行事・講演「津和野百景図の旅」・会員の集い

隠岐 隠　岐 29.  7.13（木）レインボーアリーナ 31人
総会行事･研修会（講演「有人国境離島特措法の概要」）・
交流会「軽スポーツ（カローリング・フォークダンス）」

平成29年度  退職互助地区会総会開催状況

平成29年度  退職互助地区会総会で寄せられたご質問・ご意見・ご要望

項　　　目 意見・要望内容 回　　　答

地区会活動

会員の減少と高齢化が進んでおり、今後の
会の活動のためにも若い会員の加入が必要で
ある。（大田） 今年度から加入率の向上に向けて現職会員へのPR活動や退職後

の勧誘にも力を入れることにしました。
また、加入説明に際しては、地区会活動の紹介もしていただきま

した。地区会活動の活性化は新規加入者の拡大につながると期待
しています。

近年、会員数が激減し、地区会活動にも大き
く影響している。

自然減は仕方がないが、新たな会員を増や
すため、声かけをしたり、新たな趣味の会を立
ち上げるなど地区会活動の魅力化を図りた
い。（益田・鹿足）

高齢化が進む中、互助会での交流を楽しみ
にしており、これからも継続していってほし
い。（大田）

特に高齢層の加入者のニーズに応え、会員交流の面からも厚生事
業の充実を図りたいと思います。
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今年度も総会参加率25％以上をクリアで
きたが、今後参加率の減少により補助金が減
ると、地区会活動も縮小してしまい地区会が
成り立たなくなる。厚生事業見直しの一環と
して、総会参加率による補助金加算措置の基
準緩和も検討してほしい。（仁多）

会員数の減少など地区会運営を取り巻く環境が厳しくなる中で、
会員規模の大小にかかわらず安定した地区会運営を支援するた
め、平成27年度から補助金の加算措置を設けたところです。総会の
参加促進に積極的に取り組まれている地区会も増えてきつつあり
ます。今後厚生事業全体の充実を図る中で、地区会活動への支援に
ついても課題であると考えます。

医療給付
事業

医療費について、パソコンで日毎に病院と
薬局をまとめて管理しているが、医療給付補
助金の請求手続が病院と薬局単位となってい
る。手続きの後退ではないか。（大田）

従来より、医療機関・薬局ごとに請求していただいています。
様式については、平成25年度から現行様式に変更していますが、

これは、変更前の様式が1枚の請求書に1つの医療機関（薬局）を記
入するタイプであったため、10か所の医療機関（薬局）を受診した
場合には、請求書を10枚作成しなければならず煩雑であるとの会
員からの意見を受け、1枚の請求書で10か所の医療機関（薬局）を記
入できるように変更しております。

医療給付の対象期間が、給付種別によって
異なるのはなぜか。
①�医療補助金……満70歳の誕生日の属する

月の末日（1日生まれの場合は、前月末日）
②�入院見舞金……満70歳の誕生日の前日 
（邑智）

互助会が「退職互助制度」を創設した昭和48年当時の医療保険制
度では、高齢者（70歳以上）の医療費は、満70歳の誕生日の月の翌月
初日から（1日生まれの人は誕生日の月の初日）無料でした。このた
め、「医療補助金」の給付対象期間を医療費が有料である期間の「満
70歳の誕生日の月の末日まで）とし、現在も同様に実施していま
す。

一方、「入院見舞金は、“お見舞い”であり、医療費の自己負担の有
無に関わらず入院日数に応じた額を給付することとし、その給付
対象期間を「満70歳に達する日の属する日まで」とし、現在も同様
に実施しています。

厚生事業

厚生事業（人間ドック補助、ライフプラン助
成）について、終身にわたって利用できること
の周知が足りないのではないか。（安来）

厚生事業が終身であることを今日初めて知
った。周知徹底されていないと思う。（邑智）

島根県教職員互助会は、終身加入制を採っています。互助会が行
う事業のうち、医療給付事業については、満70歳の誕生日の属する
月の末日まで（1日生まれの人は誕生日の月の初日）が給付対象期
間ですが、厚生事業については、年齢の制約がありません。この点
は、今後も折に触れ周知を図ります。

人間ドック
補助事業

70歳を超えているが、健康維持のために人
間ドックを受診している。毎年利用できるよ
うにしてほしい。（大田）

予算の制約があり、希望者の方すべてを補助の対象にするのは難
しいですが、できる限り多くの方の希望に応えられるよう、枠の確
保に努めます。

教育公務員弘済会友の会の人間ドック助成
と互助会の人間ドック補助は併用できるか。

（飯石）

公的助成を伴う場合に限って補助額の調整を行っています。教育
公務員弘済会の人間ドックなど任意に加入されている保険などに
よる給付は調整の対象としません。

ライフ
プラン

助成事業

ライフプラン助成金の予防接種は何が対象
か。（江津）

健康保険対象外の、インフルエンザや肺炎球菌の予防接種などで
す。

ライフプラン助成金の申請書が不備で何度
も戻された。もっとわかりやすくしてほしい。

（江津）

助成対象活動や対象にならないもの、申請書への添付書類などに
ついて、「退職互助だより」等で分かりやすく周知に努めます。

ライフプラン助成事業でカラオケを申請し
たがダメだった。スポーツや温泉施設の利用
がOKなのになぜカラオケは認められないの
か。（邑智）

カラオケそのものは、ライフプラン助成対象活動に当てはまる
と考えられます。カラオケ教室の月謝など、一人分の料金が明確で
あれば問題はありませんが、店舗の料金設定によっては、複数人で
行った場合の一人分の料金が明確でなかったり、飲食費を含むこ
ともあり、このような場合は対象にできません。領収書や料金表な
ど、一人当たりの料金を明示した書類を添えて申請してください。

施設利用

教育会館の宿泊予をしようとしたところ、
「サンラポーむらくもが受付を行っていま
す。」と書いてあるにもかかわらず、電話番号
の記載がない。宿泊の受付について記載す
る場合は、必ず電話番号を記載してほしい。 

（邑智）

教育会館の宿泊は、サンラポーむらくも（0852−21−2670）で受け
付けております。

今後は、電話番号を明記するようにいたします。

サ ン ラ ポ ー む ら く も の 助 成 は な い か。 
（飯石）

互助会の宿泊利用助成はありませんが、公立学校共済組合組合員
の方については、共済組合の助成があります。

県互受託
事業

知事部局退職者の退職会員が少なく寂し
い。知事部局の県職員の受け入れをやめたの
はなぜか。（益田・鹿足）

平成25年の公益法人改革に際し、互助会の医療互助事業を保険
業法の適用除外とする要件として、「同一の都道府県の区域内に所
在する一の地方公務員共済組合の組合員が構成する団体であるこ
と」が金融庁から示されました。残念ながら地方職員共済組合と公
立学校共済組合は異なる共済組合であるため、知事部局の退職者
は、教職員退職互助制度へ加入することができなくなりました。

総会資料の
配付

総会資料の「退職互助事業の概要」は、総会
欠席者にも送付する方がよい。「退職互助だ
より」と一緒に送るように手配してほしい。 

（邑智）

総会資料は、地区会総会の席上、事務局からの事業説明の手助け
としてお配りしているものです。掲載している情報は、｢退職互助
だより」でお伝えしています。
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医療補助金等の送金スケジュールについて

医療補助金請求書
の記入について

11月、12月、1 月の請求書提出の締切日・送金日は次のとおりです。

締切日

毎月20日17:15まで（土・日・祝日の場合は前日）

送金日

毎月26日（土・日・祝日の場合は翌日）

平成29年11月20日（月） 平成29年12月26日（火）

平成29年12月20日（水） 平成30年 1 月26日（金）

平成30年 1 月19日（金） 平成30年 2 月26日（月）

〈注　意〉締切日は、会員の居住地域を担当する支局及び事務局への到着日です。

請求書の提出先が各支局となっている方が、事務局へ提出されても構いません。その場合は、

事務局から担当の支局へ転送し、支局への到着日が書類受理日となります。

A 総合病院
内科

領収書10/5

A 総合病院
内科

領収書10/12

A 総合病院
内科

領収書10/19

B 薬局

領収書10/5

B 薬局

領収書10/12

医療補助金請求書には、医療機関、

薬局ごとに記入することになってお

りますので、1 枚の請求書には10か所

の医療機関及び薬局名を記載できま

す。しかし、次の例のように、同一

の医療機関、薬局であっても領収書

ごとに記入されている方がいらっし

ゃいます。

同じ医療機関、薬局であれば、複

数回受診された場合でも、それぞれ 1

行にまとめて記載してください。

医療補助金請求書

お願い

診療年月

平成 ２９ 年 １０ 月

入院・外来の
別

該当を◯で囲
んでください

医療機関・調剤薬局名
診療科目名

総合病院の場合
のみ記入

入院・外来 Ａ総合病院 内 科

入院・外来 Ａ総合病院 科

入院・外来 Ａ総合病院 科

入院・外来 Ｂ薬局 科

入院・外来 Ｂ薬局 科

［　　］ ［　　］

（領収書ごと記載）
診療年月

平成 ２９ 年 １０ 月

入院・外来の
別

該当を◯で囲
んでください

医療機関・調剤薬局名
診療科目名

総合病院の場合
のみ記入

入院・外来 Ａ総合病院 内 科

入院・外来 Ｂ薬局 科

入院・外来 科

入院・外来 科

入院・外来 科

［　　］ ［　　］

（病院、薬局ごと記載）

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
入院・外来

◯
入院・外来 Ａ総合病院

◯
Ａ総合病院

入院・外来◯入院・外来 Ｂ薬局◯Ｂ薬局◯
入院・外来

◯
入院・外来

入院・外来◯入院・外来

入院・外来◯入院・外来

入院・外来
◯

入院・外来
◯

入院・外来

◯
入院・外来

◯入院・外来◯入院・外来◯入院・外来◯入院・外来×××××××××××××××××××××××
Ａ総合病院

×
Ａ総合病院

Ａ総合病院×Ａ総合病院

Ａ総合病院×Ａ総合病院

Ｂ薬局×Ｂ薬局

Ｂ薬局×Ｂ薬局×××××

Ａ総合病院を 3 日（10/5、10/12、10/19）受診
Ｂ薬局で 2 日（10/5、10/12）調剤を受ける例

島根県民会館からのお知らせ
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り
強
く
伝
え
て
い
き
ま

す
。」
と
平
和
へ
の
誓
い
を
宣
言
し
て
い
ま
し

た
。終

戦
か
ら
七
十
二
年
、
終
戦
記
念
日
の
八
月

十
五
日
、
各
地
で
戦
没
者
追
悼
式
が
あ
り
、
参

列
者
が
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

昨
年
の
夏
の
八
月
、「
知
覧
特
攻
平
和
会
館
」

（
鹿
児
島
県
南
九
州
市
）
を
訪
れ
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
沖
縄

決
戦
で
、
人
類
史
上
類
の
な
い
爆
装
し
た
飛

行
機
も
ろ
と
も
敵
艦
に
体
当
り
し
た
陸
軍
特

別
攻
撃
隊
員
一
〇
三
六
名
の
当
時
の
遺
影
、
遺

品
・
遺
書
な
ど
が
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

出
撃
を
前
に
し
て
、
両
親
や
家
族
宛
に
感
謝

と
自
ら
の
決
意
を
書
い
た
遺
書
は
衝
撃
的
で

あ
り
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
あ
り
ま

し
た
。

愛
す
る
家
族
と
幸
せ
に
暮
ら
し
た
か
っ
た

で
あ
ろ
う
多
く
の
若
者
た
ち
が
、
全
て
を
犠
牲

に
し
て
、
お
国
の
た
め
に
と
戦
禍
に
散
っ
た
こ

と
は
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
邑
南
町
で
は
、
邑
南
町
公

民
館
連
絡
協
議
会
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
毎

年
八
月
四
日
、
五
日
に
「
平
和
に
つ
い
て
考
え

よ
う
　
歩
こ
う
広
島
ま
で
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。こ

の
行
事
の
目
的
は
、
父
母
や
祖
父
母
の
世

代
の
人
た
ち
が
、
原
爆
で
家
を
焼
か
れ
、
肉
親

を
失
い
、
自
ら
も
傷
つ
き
歩
い
て
帰
っ
た
道
、

疎
開
の
た
め
重
い
荷
物
を
背
負
い
二
日
も
か

け
て
歩
い
て
き
た
道
を
逆
か
ら
た
ど
り
体
験

す
る
こ
と
な
の
で
す
。

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ

場
と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
、
公
民
館
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
や
公
民
館
主
事
が
中
心
と
な
り
、
呼

び
か
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

私
は
公
民
館
連
絡
協
議
会
の
会
長
も
し
て

お
り
、「
平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う
　
歩
こ
う

広
島
ま
で
」
の
事
前
の
平
和
学
習
会
で
、「
平

和
へ
の
思
い
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
話
を
し

ま
し
た
。

私
の
兄
は
、
今
か
ら
七
十
二
年
前
の
十
二

月
、
私
が
三
歳
の
と
き
、
先
の
第
二
次
世
界
大

戦
で
、
南
方
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ビ
ア
ク
島
で
戦

死
し
ま
し
た
。

遺
骨
・
遺
品
は
な
く
写
真
で
葬
式
を
し
た
と

父
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
父
宛
の
手
紙

が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
顔
は
仏
間
に
か
け
て
あ

る
写
真
で
知
る
だ
け
で
す
。

日
本
か
ら
は
る
か
離
れ
た
異
郷
の
地
で
、
子

ど
も
二
人
を
残
し
、
兄
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
死

ん
で
い
っ
た
の
か
と
思
う
と
、
胸
の
奥
か
ら
こ

み
上
げ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

残
さ
れ
た
子
ど
も
は
す
で
に
七
十
歳
を
過

ぎ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
頃
、
家
庭
の
話
や
中

で
も
父
親
の
こ
と
が
話
題
に
な
る
と
、「
と
て

も
寂
し
か
っ
た
」「
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
」
と

涙
し
て
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。

◎ 

「
平
和
に
つ
い
て
考
え
よ
う
　
歩
こ
う
広
島

ま
で
」
の
内
容

・
事
前
に
「
平
和
学
習
会
」
開
催

・ 

出
羽
公
民
館
を
正
午
に
出
発
し
平
和
公
園

ま
で
の
六
八
㎞
を
二
〇
時
間
か
け
て
歩

く
・ 

福
祉
施
設
、
児
童
ク
ラ
ブ
、
個
人
等
か
ら

の
願
い
で
あ
る
千
羽
鶴
を
原
爆
の
子
の

像
に
奉
納

◎
そ
の
主
な
歴
史

・ 

第
二
回
（
平
成
元
年
）
か
ら 

瑞
穂
平
和
を
考
え
る
会
と
出
羽
公
民
館

が
中
心
で
開
催

・ 

第
二
十
三
回
（
平
成
二
十
二
年
）
か
ら
邑

南
町
公
民
館
連
絡
協
議
会
が
開
催

・ 

第
三
十
回
（
平
成
二
十
九
年
） 

大
人
三
四
人
、
中
学
生
三
六
人
の
参
加

者
。
ス
タ
ッ
フ
二
八
人

今
、
世
界
の
各
地
、
各
機
関
で
、
世
界
の
安

定
平
和
に
向
け
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
な
さ
れ
、

七
月
に
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
原
爆
の
恐
ろ

し
さ
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
語
り
部
の
方
の
話

を
聞
い
た
り
、
被
爆
当
時
の
状
況
を
原
爆
資
料

館
等
で
見
た
り
し
て
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
事
前
の
「
平
和
学
習
会
」
に
参
加
し

て
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
た
め
に
も
、
明
日

を
担
う
世
代
の
た
め
に
も
、
二
度
と
戦
争
を
繰

り
返
し
て
は
い
け
な
い
と
改
め
て
強
く
思
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

平
和
の
大
切
さ

退
職
互
助
邑
智
地
区
会
　
会
長
　
南
原
　
愼
人

8/4　今から出発です



萩の城下町にて
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平
成
二
十
八
年
度
、八
名
の
新
会
員
を
迎

え
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
会
員
の

親
睦
を
め
ざ
し
て
実
施
し
た
行
事
は
次
の

と
お
り
で
す
。

① 

総
会
・
講
演
会
・
会
食
（
七
月
六
日
・
三

十
八
名
参
加
）

総
会
に
合
わ
せ
、
野
鳥
写
真
家
の
桑
野
修

様
よ
り
「
野
鳥
に
魅
せ
ら
れ
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
久
し
ぶ
り
に
出
会
っ
た
方
と

の
会
食
で
は
、
話
に
花
が
咲
き
楽
し
い
時

間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

② 

趣
味
の
会

● 

囲
碁
の
部
（
十
月
二
十
六
日
・
六
名
参
加
）

初
心
者
に
は
達
人
の
丁
寧
な
指
導
付
き
。

美
郷
町
ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
て

終
日
、白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

● 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
（
九
月
二
十
五

日
・
十
三
名
参
加
）

邑
南
町
の
高
原
小
学
校
校
庭
を
会
場
に

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。好
プ
レ
ー
が
続

出
し
た
大
会
で
し
た
。

● 

女
性
の
部
（
退
公
連
女
性
部
と
共
催
）

・ 
絵
手
紙
を
高
齢
者
へ
送
ろ
う（
七
月
十
二
日
・

十
一
名
参
加
）

先
輩
方
に
元
気
に
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
毎
年
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み

で
す
。

・
研
修
視
察
（
十
一
月
十
日
・
十
七
名
参
加
）

邑
南
町
香
木
の
森
に
て
リ
ー
ス
作
り
、

A
J
I
K
U
R
A
に
て
お
し
ゃ
れ
な
昼
食

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③ 

厚
生
旅
行
（
十
月
四
日
・
二
十
五
名
参
加
）

天
候
に
恵
ま
れ
、萩
の
世
界
遺
産
「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
へ
バ
ス
で
出

か
け
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
歴

史
を
学
び
な
が
ら
、
城
下
町
を
楽
し
く
散

策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

以
上
、
昨
年
度
の
様
子
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ど
の
行
事
も
役
員
、
連
絡
員
の

方
々
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
計
画
・
実
施
で
き
て
い
ま
す
が
、
我

が
邑
智
地
区
会
も
高
齢
化
が
進
み
、「
か

ら
だ
が
…
…
」と
い
う
声
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
聞
こ
え
て
く
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

りよだ会区地

盆トンボ

我が家の田んぼ（7月）

地
区
会

活
動
退
職
互
助
邑
智
地
区
会

常
任
幹
事
　
田

邊

弘

美

「
盆
ト
ン
ボ
」の
話
か
ら

退
職
互
助
邑
智
地
区
会

副
会
長
　
芦

矢

修

司

久
し
ぶ
り
に
田
ん
ぼ
に
入
っ
た
。妻
と
の
協

働
作
業
で
、一
〜
二
時
間
も
す
る
と
全
身
汗
だ

く
。
と
き
お
り
吹
い
て
く
る
風
の
、な
ん
と
も

爽
や
か
で
涼
し
い
こ
と
、
こ
の
上
な
い
。

ふ
と
見
る
と
、
田
ん
ぼ
の
上
を
ト
ン
ボ
が

群
を
な
し
て
飛
ん
で
い
る
。
こ
の
ト
ン
ボ
は

学
名
を
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
ト
ン
ボ（
ウ
ス
バ
キ
ト

ン
ボ
）
と
い
う
。
私
の
ふ
る
さ
と
で
は
、
皆
、

「
盆
ト
ン
ボ
」
と
呼
ん
で
い
た
。
お
盆
を
迎
え

る
頃
に
発
生
す
る
こ
の
ト
ン
ボ
は「
殺
し
て
は

い
け
な
い
」
と
、祖
母
が
口
癖
の
よ
う
に
諭
し

て
い
た
。
こ
の
ト
ン
ボ
は
、子
供
の
背
丈
ほ
ど

の
高
さ
で
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
。子
供
た
ち

は
こ
ぞ
っ
て
ト
ン
ボ
捕
り
に
夢
中
に
な
っ
た
。

家
か
ら
竹
ぼ
う
き
を
持
ち
出
し
、上
空
に
構
え

て
、真
下
を
通
り
過
ぎ
る
ト
ン
ボ
を
す
ば
や
く

押
さ
え
て
捕
獲
し
た
。
竹
ぼ
う
き
は
、粗
い
隙

間
か
ら
逃
げ
ら
れ
そ
う
な
も
の
だ
が
、そ
の
命

中
率
は
な
か
な
か
の
も
の
で
あ
っ
た
。

「
ト
ン
ボ
、
捕
っ
て
ど
う
す
る
の
？
」
と
妻
。

「 

…
…
？
　
い
や
あ
、
捕
る
の
が
目
的
な
ん
だ

か
ら
。」

捕
っ
て
満
足
だ
っ
た
。糸
を
つ
け
て
飛
ば
し

て
み
た
り
、
再
び
、
空
に
向
か
っ
て
放
し
て
み

た
り
し
て
い
た
。
妻
に
話
し
て
い
る
う
ち
に
、

懐
か
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。

「
青
年
は
夢
を
語
り
、
老
人
は
過
去
を
語
る
」

と
い
う
一
文
を
思
い
出
し
た
。

さ
て
先
日
、「
回
想
法
」
と
い
う
「
若
返
り

法
」の
実
践
が
紙
上
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
普

及
に
取
り
組
む
某
病
院
の
お
医
者
さ
ん
に
よ

れ
ば
、「
昔
話
は
す
る
ほ
ど
つ
や
が
出
て
（
話

者
の
）
元
気
も
出
る
」
と
強
調
。「
過
去
を
語

る
」
老
人
は
、
決
し
て
後
ろ
向
き
で
は
な
い
。

老
人
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、前
向
き
の
健
康
法

の
一
つ
だ
と
い
え
る
。

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
の
無
い
時
代
。
お
や
つ

は
、
桑
の
実
や
ク
ル
ミ
、
柿
や
栗
な
ど
を
採
っ

た
。
川
で
釣
っ
た
ギ
ギ
や
ウ
ナ
ギ
を
、自
分
で

捌
い
て
蒲
焼
き
に
し
て
食
っ
た
。蜂
の
巣
を
落

と
し
て
、中
の
幼
虫
を
「
卵
二
個
分
」
と
称
し

て
飲
み
込
ん
だ
。田
ん
ぼ
の
イ
ナ
ゴ
を
焼
い
て

食
っ
た
こ
と
も
。卵
を
産
ま
な
く
な
っ
た
ニ
ワ

ト
リ
を
シ
メ
て
食
っ
た
時
代
…
…
等
々
。食
べ

物
に
限
っ
て
も
、自
然
体
験
た
っ
ぷ
り
の
過
去

は
濃
密
で
あ
る
。

川
遊
び
も
多
彩
で
、孟
宗
竹
を
浮
き
輪
代
わ

り
に
し
て
、
江
の
川
を
瀬
下
り
し
た
。「
穴
釣

り
」
も
楽
し
ん
だ
。
素
潜
り
し
て
、魚
が
隠
れ

て
い
そ
う
な
穴
に
、餌
を
つ
け
た
糸
を
差
し
入

れ
て
少
し
置
く
。
再
び
潜
っ
て
、ピ
ン
と
張
っ

た
糸
を
確
認
し
て
引
き
上
げ
る
と
い
う
漁
法
。

ま
た
、
夕
方
仕
掛
け
て
、
早
朝
引
き
上
げ
に
行

く
「
つ
け
針
」
や
「
う
な
ぎ
カ
ゴ
」
な
ど
に
も

熱
中
し
た
。

私
の
川
遊
び
の
話
は
、
妻
に
と
っ
て
も
、
面

白
い
ら
し
く
、
飽
き
な
い
ら
し
い
。

こ
の
文
章
を
書
い
た
お
か
げ
で
、「
回
想
法
」

が
実
践
で
き
ま
し
た
。



健 康 寿 命 を 考 え る
～循環器医の立場から～

松江赤十字病院循環器内科　部長　城 田 欣 也

図 1 　平均寿命と健康寿命の差

図 2 　要介護になる原因

図 3 　傷病別医療費構成割合

図 4 　脳卒中・循環器病の自然史
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皆様は「健康寿命」という言葉をご存知でしょうか？
一般的に言われている平均寿命は、その時 0 歳の人が以後どれくらい生きるのかを示して

いますが、これに対して健康寿命とは、2000年にWHO（世界保健機関）が提唱した「健康上
の問題で日常生活が制限されることなく、自身の心身で自立した生活できる期間」のことを
言います。従って平均寿命から健康寿命を差し引いた期間は、日常的・継続的な医療・介護
に依存して生きる期間となります。本人にとっても、周りの人にとっても、医療経済的にも
大変負担の大きい期間と言えます。我が国における2013年時点での平均寿命−健康寿命の差
は男性で 9 年、女性で12年とされていますが（図 1）、こんなに長く介護を要した挙句、死に
行く自分の姿を想像された事はありますでしょうか。今後さらに高齢者人口の増加と少子化
による現役世代人口の減少が予想される中、いかに健康寿命を延ばし、医療・介護依存期間
を短くするかが緊急の課題であることは容易に理解できると思います。

現在我が国では高齢化に伴い、脳卒中と循環器病（心不全、心筋梗塞、大動脈瘤など）の
増加が著しく、介護が必要となる主たる原因の25％を占め、さらには総医療費の20％（国民
総医療費40兆円として、実に 8 兆円！！）を費やしているという現実があります（図 2 、3 ）。
循環器医である筆者としては、これらの疾患対策がなにより最重要課題と考えざるを得ませ
ん。脳卒中と循環器病の多くは、遺伝的因子をベースに悪しき生活習慣が重なって発症する
生活習慣病（高血圧、肥満、糖尿病、脂質異常症）の合併症として、動脈硬化を基盤に急性
発症する病気です(動脈硬化性疾患)。特徴として改善と悪化を繰り返しながら進行し、患者
本人だけでなく、家族および介護者の生活の質を著しく低下させます（図 4 ）。これらを克
服するため医療体制の充実や臨床・基礎研究の強化などはもちろん必要ですが、生活習慣の
問題が根底にあるため、皆様の注意や努力で未然に防ぐことも可能です。以下に動脈硬化性
疾患予防のために推奨されている生活習慣管理に関しお話しします。

1 . 禁煙

喫煙が動脈硬化性疾患の危険因子であることは、よくご存知だと思います。喫煙により冠
動脈疾患（狭心症・心筋梗塞）は 2 ～ 3 倍、脳卒中は1.5倍、腹部大動脈瘤は 4 倍、糖尿病は
1.4倍の発症リスクがあります。また受動喫煙でも冠動脈疾患・脳卒中は1.3倍の発症リスク
となります。自分だけではなく他者の健康さえも害する喫煙は、是非とも止めたいところで
す。禁煙の効果は比較的速やかに現れます。

2 . 減塩

食塩過剰摂取は血圧上昇を来たし、動脈硬化を促進します。我が国の平均食塩摂取量は10� 
/日とされていますが、動脈硬化予防のためには 6ｇ/日未満が推奨されています。6ｇと言われ
ても今一つピンときませんが、平素摂られる食品の成分表示を確認してみましょう。ナトリウム

（Na）量での表示となっていることが多いと思いますが、塩分 6ｇ相当のナトリウムは約2300 mg
（2 . 3� ）です（ちなみにこの食品成分表示におけるナトリウム量は、2020年までには原則“食塩

相当量”で表示されるようになるようです）。多くの外食チェーン店では、メニューに塩分量が
表示されていますので、ご確認ください。なお、日本高血圧学会では下記サイトで減塩食のレ
シピ冊子が案内されています。（http://www.jpnsh.jp/general_panf.html）

いきなり 6� は難しいと思いますので、まずは 1 日 8ｇ程度を目標としてみてください。

3 . 節酒

多量飲酒（エタノール換算60� /日）は高血圧、中性脂肪増加、肥満、糖尿病が明らかに増
加します。飲酒量は 1 日エタノール25g（日本酒 1 合・ビール中瓶 1 本・焼酎半合・ワイン 2
杯・ウイスキーダブル 1 杯）以下にとどめましょう。

4 . 身体活動・運動

身体活動の不足は体脂肪増加（肥満）、脂質異常、メタボリックシンドローム、高血圧、糖尿病などと関連し、動脈硬化性疾患の危険因子
です。また長時間の臥位や坐位も身体活動とは独立した危険因子と言われています。身体活動の増加は体力を維持・増加させ、血圧低下、
脂質改善、耐糖能を高め、精神的ストレスや認知機能の低下を抑制し、脳心血管病や癌の死亡率を減少させます。
・ 有酸素運動（ウォーキング、スロージョギング、速歩、水泳、サイクリングなど）を 1 日合計30分以上の運動を週 3 回以上（できれば毎

日）行いましょう。
・ 運動以外の時間もこまめに歩くなど、できるだけ座ったままの生活は避けましょう。

書き並べてみると、どれもこの程度かと思うくらい簡単な記載となってしまいますが、これらをすべて実践できれば動脈硬化性疾患の予
防には相当の効果があると思います。しかしながら、“言うは易く行うは難し”が現実ではないでしょうか。最大のポイントは、“継続して
行えるか”に尽きると思います。いきなりフル目標達成を目指すのではなく、無理のない程度から始めていただき、やがては皆様の日常生
活における「習慣」となります事を切に望みます。せっかく長生きできる時代になったのですから、“より楽しく生きるための健康維持”を
モチベーションに、今日から始めませんか？

健康
H e a l t h
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気
づ
け
ば
壁
に
掛
け
た
カ
レ
ン

ダ
ー
が
薄
く
な
り
、
秋
た
け
な
わ

の
季
節
で
す
。
秋
の
声
を
聞
け
ば

芸
術
と
健
康
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
。
本
号
の
表
紙
作
品
は
解
説
に

あ
る
と
お
り
、「
喜
多
村
知
」
の
風

景
画
で
、
松
江
と
益
田
の
美
術
館

で
鑑
賞
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運

び
、
実
物
を
見
た
い
も
の
で
す
。

地
区
会
だ
よ
り
は
、
邑
智
地
区

か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

随
想
の
「
盆
ト
ン
ボ
」
の
お
話
を
読

み
、
二
枚
の
写
真
と
と
も
に
、
静

か
で
穏
や
か
な
山
里
の
風
景
が
思

い
浮
か
び
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
緊
迫
が
感
じ
ら
れ

る
世
界
情
勢
で
す
。「
平
和
の
大
切

さ
」
を
語
る
お
話
か
ら
、争
い
の
な

い
世
の
中
は
私
た
ち
の
み
な
ら
ず

多
く
の
日
本
人
の
思
い
で
あ
り
、

過
ち
を
再
び
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
と
強
く
感
じ
る
の
で
す
。

地
区
会
活
動
か
ら
は
、
新
規
会

員
を
迎
え
ら
れ
た
活
発
な
活
動
の

中
で
、
親
睦
が
深
め
ら
れ
る
よ
う

す
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

会
員
の
方
が
言
わ
れ
る
「
か
ら

だ
が
…
…
」
の
言
葉
に
、
健
康
の

ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
健
康
寿
命
を
考

え
る
」
が
お
役
に
立
て
ば
と
思
い

ま
す
。「
平
均
寿
命
」
が
延
び
る
と

共
に
退
職
後
の
期
間
も
長
く
な
り

ま
す
。
そ
の
毎
日
を
健
康
で
過
ご

せ
ば
、
よ
り
楽
し
い
時
間
が
生
ま

れ
る
と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し

た
。秋

が
終
わ
れ
ば
、
冬
が
駆
け
足

で
や
っ
て
来
ま
す
。
日
々
の
健
康

に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。 

（
古
浦
）

謹んでご冥福をお祈りいたします

「退職互助だより」は環境に配慮し古紙配合率70％の再生紙に、
ベジタブルオイル（植物油）インキを使用して印刷しています。 〔ホームページURL〕 http://www.shimakyogo.jp/

曽田　　明  様 （松江市） 25.12.23（84歳）
白根　敏男  様 （出雲市） 27.  5.  2（90歳）
寺本　康博  様 （出雲市） 28.11.12（94歳）
岩井ヒロ子  様 （浜田市） 29.  3.15（92歳）
石賀　敬一  様 （安来市） 29.  3.21（91歳）
尾原　晃次  様 （出雲市） 29.  4.25（91歳）
櫛谷　龍栄  様 （松江市） 29.  4.26（79歳）
小林　俊二  様 （大田市） 29.  5.24（87歳）
千葉　哲雄  様 （奥出雲町） 29.  5.30（87歳）
高橋　　昭  様 （松江市） 29.  6.15（90歳）
石原　徳次  様 （江津市） 29.  6.  7（84歳）
﨑村　　淑  様 （大田市） 29.  6.24（90歳）
中野　　傳  様 （益田市） 29.  7.  2（86歳）
森川一二三  様 （浜田市） 29.  7.  3（87歳）
長岡トヨ子  様 （松江市） 29.  7.  5（91歳）

錦織カツ子  様 （出雲市） 29.  7.  6（95歳）
芝尾　　弘  様 （大田市） 29.  7.  6（93歳）
斎藤　憲善  様 （隠岐の島町） 29.  7.  9（79歳）
栗原　晴子  様 （出雲市） 29.  7.12（84歳）
田中　香苗  様 （安来市） 29.  7.14（87歳）
茶山　英雄  様 （隠岐の島町） 29.  7.15（77歳）
原　　由子  様 （出雲市） 29.  7.15（73歳）
大島　艶子  様 （安来市） 29.  7.17（83歳）
中本省五郎  様 （浜田市） 29.  7.20（90歳）
森　　和子  様 （松江市） 29.  7.20（87歳）
土江　勝彦  様 （出雲市） 29.  7.20（78歳）
泉　アサ子  様 （松江市） 29.  7.22（89歳）
錦織　文代  様 （出雲市） 29.  7.23（87歳）
叶松　正男  様 （益田市） 29.  7.25（88歳）
池淵　榮助  様 （出雲市） 29.  7.25（76歳）

本田　好美  様 （出雲市） 29.  7.26（85歳）
柴田瑠璃子  様 （浜田市） 29.  7.28（76歳）
成瀬　和作  様 （松江市） 29.  7.29（88歳）
松戸　衛子  様 （出雲市） 29.  7.30（90歳）
中村　勝昌  様 （邑南町） 29.  7.31（86歳）
田中　弥生  様 （松江市） 29.  8.  9（95歳）
鳥谷　尚子  様 （雲南市） 29.  8.16（80歳）
加藤　　潔  様 （松江市） 29.  8.21（89歳）
朝田　正昭  様 （浜田市） 29.  8.26（90歳）
栗原　雄蔵  様 （松江市） 29.  9.  1（88歳）
板倉佐知子  様 （出雲市） 20.  9.  5（84歳）
林木　精二  様 （松江市） 29.  9.12（75歳）
萬代　　昭  様 （出雲市） 29.  9.13（85歳）
大野　幸雄  様 （松江市） 29.  9.13（84歳）
本欄は、異動届が提出された方で、了承された方のみ掲載しています。

あ
と
が
き

地
区
会
連
絡
員
に
御
協
力
を

退
職
者
の
方
に
退
職
互
助
事
業
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

を
じ
っ
く
り
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
度
か
ら
加

入
手
続
期
間
を
二
ヶ
月
延
長
し
、
六
月
末
ま
で
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
併
せ
五
月
に
は
、
松
江
市
と
浜
田
市
で

説
明
会
を
開
催
し
、
松
江
及
び
浜
田
地
区
会
の
方
々
か

ら
体
験
談
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
延
長
に

よ
り
、
新
た
に
十
九
人
の
方
の
加
入
申
込
み
が
あ
り
、

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
十
月
号
か
ら
今
年
度
新
た
に
加
入
さ
れ
た
方
々

に
も
各
地
区
会
連
絡
員
か
ら
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
退

職
会
員
へ
の
緊
密
な
情
報
提
供
を
行
う
た
め
、
年
四
回

「
退
職
互
助
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、
県
内
各
地
区
会
会

長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
五
七
〇
人
の
連
絡
員
の
皆
様
の

力
を
お
借
り
し
、
配
付
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
連
絡
員
シ
ス
テ
ム
は
、
広
報
紙
を
会
員
宅
へ
会

員
か
ら
手
配
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
単
身
世
帯
者
等
へ
の
気
配
り
な

ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
あ
ふ
れ
る
互
助
会
な
ら
で

は
の
仕
組
み
で
す
。

連
絡
員
の
任
期
は
、
毎
年
十
月
か
ら
翌
年
九
月
ま
で

の
一
年
間
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
に
長
年
継
続
し

て
、
退
職
互
助
だ
よ
り
の
ほ
か
、
地
区
会
独
自
の
広
報

や
事
業
案
内
等
に
つ
い
て
も
配
付
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
今
回
発
行
号
か
ら
新
し
い
連
絡
網
で
配
付
し
ま

す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
配
布
物
が
遅
滞
な
く
円
滑
に
お
届
け
で
き
る

よ
う
住
所
の
異
動
が
生
じ
た
場
合
な
ど
は
、
す
み
や
か

に
所
属
地
区
会
担
当
幹
事
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

（
正
）
山
﨑
　
　
昭
　
様
（
出
雲
市
）
29
・
2
・
19
（
89
歳
）

（
誤
）
山
﨑
　
　
昭
　
様
（
出
雲
市
）
20
・
2
・
19
（
89
歳
）

﹇
訂
正
﹈

前
号
「
退
職
互
助
だ
よ
り
第
百
六
十
三
号
」
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
の
上
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

○
お
く
や
み
欄
欄

互助会 平成29年度  文化講演会  開催のお知らせ
教職員互助会では、例年公益事業として出雲部と石見部で交互に文化講演会を開催して

おります。今年度は浜田市にて、講師に鎌田實氏をお招きし、開催します。

申込方法 ▼氏名、郵便番号、住所、
電話番号（携帯可）、希望人数（1
名又は2名）を明記の上、はがき、
ファックス、電子メールのいずれ
かの方法でお申し込みください。

申込・問合先 ▼（一財）島根県教職員互助会　担当：曽田

TEL.0852ー22ー6067　FAX.0852ー27ー2622
電子メール：shimakyogo@w3.dion.ne.jp

●日　時  11月12日（日）14時～15時40分

●会　場  石央文化ホール（浜田市黒川町4175番地）

●講　師  鎌
か ま

田
た

　實
みのる

 氏（医師・作家）

●テーマ  「がんばらない」けど「あきらめない」
～命を支えるということ～

入
場
無
料

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す


